
臨床研究の実施に関する情報公開 

市立四日市病院では治験審査委員会の承認を得て、下記の臨床研究を実施いたします。 

関係各位のご理解と御協力を御願い申し上げます。 

 

① 研究課題名 VZV髄膜炎における臨床安定化から静注アシクロビル 

終了までの診療プロセス：単施設後ろ向き研究 

② 研究依頼者 脳神経内科 副医長 大山 哲弥 

③ 研究責任者 脳神経内科 副医長 大山 哲弥 

④ 研究期間 承認日 ～ 西暦 2027年 6月 30日 

⑤ 対象者 2021年 1月 1日から 2026年 6月 30日の期間で、当院へ 

入院し、VZV 髄膜炎に対して静注 ACV で治療された患者さ

んを対象としています。 

⑥ 対象材料 □病理材料（対象臓器名         ） 

□生検材料（対象臓器名         ） 

■血液材料 

■カルテ等の診療情報 

□その他（               ）              

⑦ 研究の意義・目的 水痘・帯状疱疹ウイルス（varicella-zoster virus；VZV）髄膜

炎では静注アシクロビル（acyclovir；ACV）が用いられますが、

脳炎を伴わない症例の治療期間や髄液再検査の位置づけは

明確ではありません。本研究では、臨床的に安定した状態の確

認後から静注 ACV終了までの検査・治療および退院までの

経過を調査し、当院の診療実態を明らかにします。 

⑧ 研究の方法 診療録から、個人を特定できない形で以下の情報を収集し、 

集計します。新たな検査や治療は行いません。 

・年齢、性別、基礎疾患、免疫抑制状態 

・髄膜炎症状、皮疹、神経学的所見 

・髄液所見、髄液中 VZV遺伝子検査 

・静注 ACV、経口抗ウイルス薬 

・臨床安定化確認日、入退院日 

⑨ 倫理審査 治験審査委員会承認日： 2026年 8月 19日 

⑩ 結果の公表 論文や学会等にて公表予定 

⑪ 個人情報の保護について 本研究実施に関わる者は、患者さんの個人情報の保護に 

十分配慮します。 

⑫ 本研究に関する問い合せ先 市立四日市病院 脳神経内科 

TEL：059-354-1111 

 


